
、所月報ぐ笛捻巻篤雛鍔）

　マスト起重機の滑1篶の下の甲板に採泥器をおくため鑑，堂いた広さが径£m以上ある乙とを

P
、
必要とする．甲板一杯！積ミれる場奮　気，lll辱材上に木製の縫醜を作ることに」二つてその面

積を限ることができるが，その時の楯麟の縁は船から少し突出して藤、さしつかえない．そのほ

かに，甲板沿いに岱一憾撚の．広薯をもつた空いた面積が，鶯ア管組立・、・底質採集押繊し等を準

傭す《）作業8）た鍵に粥憲されねぱな銑、ない。

　　　　　　　　　　　　　窯献
欝撒磁鐵翌Aぎ悲Φ｝餐舗囎欄翼薙（）鴛肇欝泌董驚○轡翌翼1醗3撮｛驚望糟y覆○蕪、鍵鋤．AH〈XX》，豊勢｛）

Ky灘蓋購E滋r瓢簿遡糊艦董磁灘描董《輪響脇欝灘蕪鰍騨徽鱒3騨董懸獺x華
　　　　y6艦勘・臨一丁叢○総撚む謎機嬰璽Agcc①，学。響，19瓢

誉灘．3縫惑灘．薦、飢8、慈

バイプ韓ピス事ン管を踊いた海浜堆積麟の研究法暑

K．N．Nむ號蕊ki盆

遷本文舞訳

海岸を研究する際紛特殊性は，砂浜，砂洲およびヅル虜淳を構成“捻聾各種の集積海浜麟の構

造を研究すること1こある、、」の海浜履の購遼蟹ギ、霜石学的および鋤物相上の問題を解明する

鉱とによ甲て，海浜層の生成　が浮出されてくる、こグ集積麟の構造を研究する捻と鵜｝〔ザ ）

て，われわれはこの集積綴の各発凝蜘／．1（の遂次性）を復元することができるし，それによつ

て，…定の地形条件を付与する海奉妹進化型式範関減i）一般嚢1勺な規酬生が明らかにされる。地燭

の物性からみた砂騰・粘土層・織穀／躍よどの各層の相関関係にー箔・ての考え方や近代酌な絶対

爵籍代決定法を利用すれば，各種の集徴体を補給した濁瑚6轡積プ擢ll）算定どか，各海岸部および

その近辺の削鋼遜度とか形態の生長状態，転換，運搬○）学ンボに関してσ）数字的な特性を知る

ことができ難。ごのような研究）結果鳳して，さら紅，呉体的プ数字の大小で示される各海岸

癒域の発展現象を予測で懸る可能性が生じてい蔦．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸

それだけでなく，灘浜簿の研発にはさらに1輩，1い撤値が奮まれてい‘，大陸から海へ運ばれる

多量の物質は海岸地帯を避過墾5、、その際にその物質は，化学変化を受けながら，機械的な分

級作綿と位置の変化を受けぞ，そして一部は海購、地帯に沈積し，他は公海轍運び去られる。海

浜層の構遣とその複雑な形成過程の研謝は，全海域載、おける堆積形成作用の一般的癒過程を研

究するために欠くことがごきない。

海浜層の研究はきとく瓢陸成および海成解期屡の闘の境界がそこを遜るので夢きらに箋叢で

ある．水域の発展史を詳細に購らかに腓，一　霧瞳の成霞になる海浜罵の相関関係に対してシあい

繍で／こすでに大羅な関心が寄せられてきた，．、まE海浜麟紅ついズは，多、煮の海浜フアウナや

沈殿物の岩石学的な研究を積重ね孝胤とによつて，地形学的な鐵然環境O）転換史が浮出さ治、瓢

また，海岸地帯で特徴鵜ある海浜麟も，その組成撫成鐵から見ればその種類はきわめて多様

であ讐）ことを強調したい．多くの有用鉱物，例えば石炭・石油・鉄・ツソガγ鉱・ボーキサイ

ト，執ま海浜潜ととくに成繭的麺密接な関係をもつている、

　Uたがつて，晦岸地帯の理、世相を研究すれば，『また沈積作用の実際の環境と海浜層4）研究煮

　鱒難講柔旋難鐙醸纂M竈獅瀬総蹴綴鉱○鎌醐黛器欝ゆ鑛く慧雛○臓む翼《登懸轍郷漁M一
　《）灘羅　慧難｛奪》（）叢（）劃》亙慧蕪駐滋（》鎌璽》yδK翼豊τ裏）y煮蟹　驚翌（欝羅蛍y繋慕《）蓬くξ識蕪（）」亙（欝懲薦　丁（）鍬　2乏3，　蝋翼蕪一

　　纐甑慕嚢鱒陣O」樹繊越鯵章獺x6船鍵晦燐）・3～捻，量瓢s

総一（騒霧）



バィプ“1ごストン管鳶用いた海浜雛積／，麺）概究法　（，本文男、毅〉

を…激させれば、探査研籠班の仕事に不可欠の渥、重、な資料ン提供することができ恐。

　このよう紅，海、浜海成堆積麟の研究は水力』覧学や港湾建設のゾ、翼と瞬じく，岩石学，第四紀

地質学，古地形学（驚撒1轟騨，紛娼）のため紅も配慮麟縁｝必要が駝71）る。しかL〆，海浜海

成堆積層の研究法は，ごく最近崇で，きわめて複雑で，概究嚢の仕事1ままさ弧重労働であつ

た．

　層位学的な薮、販二関係を知蕎ため¢ン，この復雑な堆積暦ぴ）内部構．就一…・しばし．ば水で飽和さE

れ，かつ著しく不安定状態轍あ恐一一脳）研究を、よ，慧つの方法…ぐ溝掘箏と露歳すい〉で行なわれて

きた熊

　溝掘りは，やむなく雛積層上部が乾いている所でだけ行なわれてぎた．その際，簸下水準臓

の篠1レ・ことと，藩｝驚ぎの象叢；水頓三が大無斗・ことのために，零欝擁蓑）σ透嶽賦〉鋳ξ葬芋に潔碁霞しノこが，　このξ鑓

は各部から著しく浸1潟する地下水が観察α耀驚愉し，かつ脆い神穣二脈ご捷鼠し，寮き込んでU

まうので適当な効果を与溌なかつた．

　また同様に，普通の試すい，＞海浜神積震、1を研究する蔭的でε罫籾成構造が撹乱し，まき込み

に、飢つ（鷺蔓壌ζれ摯それを携鑑／㎜ること轄旗£るので浮涛斑甑適当な方義無と欺膨な爵つたし皐か

さばつた試すい機による作業過穰敦時間がかンう沸，しかも篤癒にゆいた。

　打込み底質管　　一エクマソ管，海洋研究所系統（7灘（Sw淑）鮮，欝騒）多一一縞管中1こ試

料が入り難く，きわめて緻灘な沈殿物がとくに入り難かつた。

　以．、i二二のような劃沓から，規在／lで海浜堆積1蕾が形成する構造とその歴史の研究は灘憲なかつ

た．、

　欝騒年，ソ連邦科学アカデミー海洋研究所（梅洋技術部）1嫉践，新型機械一・嘱バイブ

雛ビストy管v群丁一一繹藁（エ・イ・クジノマの組立）一一一が艇気立て占れたン，　これはざらざらし

ノ1二海浜堆積物のコア癒比較約楽に採取できぞ）機械である　（翫戯獅Ω極　欝鷲），

　この欝は船一一憾く深濤○○灘まてジ1ぐげ嶺こと1うシできる一一鴫、も陸1皿ヒでも脅．i裳がで蓉るように

装備され、，底質中でσ）沈下お底1舞獅ρの弥抜き1噛コ1単な移動三脚台の助けにょ“て1）て行なわれ

るΩこの・管を用いて巽墨叢蔭c灘，長豪蓼嚢mの慧アな採集すそ）のに成功uた、，　　　　　　　きわ

めて小規模の組立変更とパィブい一タの性能の蒼干の増加によ摯…層長い獄アを採集できるも

のであつて，ギ夢ギリの眼，界というものではない．欝弱年，この管の新し、い桑デルを学熟ト

し、て賃蔓さ盛．惣難の慧アを採集｝するこξ乙がで鳶た、

　深い海．ぴ二）堆積霧亭納莞にと》てとくに乳丈なV群黙一騒管（ひ基本霧罫こしつか！）した穏三能か

ら，次の徽とが生じている、、すなわち，α）海辮鱗積灘＞でも，また轟地下水準蟻で賜　罪

アの迅速携簗が可能で雄ること　（実際のコア1腰ミ堰速痩は，元来，慣ア管の作勤時間、募りも，船

の移動，　建繕訪機械の孝多働，　講ア⇔記薫ζと保菩紅よ瓢）1ご制1籔さ薄応齢）、　（鋤　　磁響鰻頓薩難立学li資お隆よ

び生態学的な資料を／，貢“〉、二とので継擦、虹うに，採取鞭ア申の蕎穆1融／l騨！序と厚懸が一鑑く破壊され

ない乙とで　）る。このような機械を達｝出す蔦と1によつてllよじめて，灌鍵／の詳しい構遣と形

成史との研究がひらけてくるとい〉ことが鷺き恐、，

　欝55年蔭月～嚢薦の犠1，海洋研究所岩石、茎驚査部鷺甑二二）て実施の　瓢こびとなつた　vぴ罫一・騒

管を用いる研究作業は，黒海．紅おいて，オ．岩われが行なつた．量鐸磨講査部には，黒海調査研究

熟テーシ鍵ソの調蟻船1プカデトーク・シルシ欝艶駒排水量7駄雌箋舶輝甥露一鍵撃が

配置擦れた．、研究対象として，タマγ半，難のヴィチャゼァ砂洲とブガ…ス砂洲肇アゾア海¢）入

購轍あるケルチ・ヱソ海挾，　タマソ湾，　フ濫愛ドシ…湾，カラミー一グク湾，　カルキ論一ツダ湾を

選んだ。灘アは水深難．～S暮mの煮ころ星ミ慷謡ξ一一一 砂洲・砂浜・デル・タ上で・　譲た本面下の

沼1沢戯慧で季采鰐父した豊わ躍魏わ才し1爵趨藤奪滋＞ら慧熱藪鷺霧環i／として溝繋i腰難・霧・8繕三欝・翫難・蒙（｝・慧纂・

慕○の各漁とその問鵜i享に興i珠をもつた補足、・獣轍雛ア管を沈下審鷺るように，船謹〉泣置をきめ

た．その驚鯨一ヒの船の位霞は辱水1瓢下でも陸、1臨でも海岸秀穣積腰の環アを購一一断廊で採取す茎襲ため

に，海岸か窃観欄レて決めた、

繍一一（騒嚢〉



敏鷺講査難計甥i報　（第慧、難巻　第ε畷登）

　この3．力絹i覇（乃鷲三霧懇こ，襲“二洲ぐラユ慧3，転の総ア渉縁薬擁文さ、治．，》欝置麓載馳繕駐臨慈掌し六二p　そ才し／罷ζ｝、こ鰐）

℃》鷹範闘拠』及ぶ海辮堆積層の事1馨遺の特徴を二初歩的に傭る籠とができた，、

　本稿の課1磁は，　欝で外でバイブ瞬ゼ。ストン管を摺㌧・た作業法を拶鯵き）か紅する鑑と紅ある。，し索ご

オ豊》つてラ傷難の紅鋸乞紅』つい轡ぐ難1ラわ準し，雪，）勲－穏ニクジ「ノtノ（置．9§7）の秀離、た覇二多鷺凌ナ引隣署ミ、。ぷぐ縄il墨各毒畏塾至

壌】蔦！二翫鍵）導、、

　バイヅ舞ゼ男・トン奪穿～7許丁一一暮4韓諜墾繋緊と婁　こ櫛麟』饗碧こ薩1定す獲〉慧擁駕¢嬉尊オ華からな難（魯醇葱・

驚図）、，麟も脅は巌素．鋼で轟講饗藩勲、雪隅を含隷聴湾／1〉た肇彰（ノ〉プ突角テ彰で多穿驚底に鷲アダ藩を撫酵r員ナるため

轄作られたも（ノ）であり，‡ぼア管の沈下寸そ講潜こ安箪謹を保・つ働きを一華一るむ導粁は鋼管で，一ヒ端紅

治・たv噸環を雲灘凝菰／・養　こ二、ゲ鵬讐轍糸織翼簿薮で謹磁！〆て㌃全癩ットがご／ぐ1デらン舞．でいる，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、階・の滑勤小門欝1（ン．）、1二部紅バイブレータがう豪く固藩さ

れ費‘下紅鷺ア管があつて溝動小円筒とは揺動鞠織て手連結さ治、，それで水事観濃ア鶯；を綱す1二と

ができ灘、それは2本の導籍辺〉闘紅位羅1一匿隻僧ヌから灘アを麟彗・魏すことを肇欝し、く諜藁耗している

　（第3賦1）∩また寮考染台、i澄）藁i漁懲訟1鍵か壽i、黛フ纏導を移1勤するノご議ゐ盗夢折返し小餐翼駿ヅ）けゾ訟特麟ミな

窓が作られている、滑鋤小1輝蔀二iコ奪1、！二ほ．ピ。猟i・ソの綱紫をまくために導滑東があ勉寒三た灘ア

餐ヤ「）引敏1きと捲、．！二藩ヂが適1轡f亭、佳二で暴る、よう轍制糞麟善翫ぎ1取付けらわ．てい導襟

　じ拶麟構材料1ぱ径軽（狭礁撒玉，幾さ額≧の．ステソレ、堺、鋼の完全琳1粍、管であ嵐｝，、その 1・二端

の外撫1にはラキャッヅねじ駕のン嶽じ奪欝がある、、キ華ツプもステソレス釘朔婁轄iでラ底質中嵐灘響に窯轍

下するよう鵜末端を尖が多｝、せてあ難が，　随購醸き望ア管を’引抜き捲、．重二げて慣アを保携を㍉す蕎）ため

！ごきその内部範多弁スヅリソグニ舞を備えでい属，，、

　濃ア鴛や）内部紅／這柔，ヅルソズ製で3つφ皮革寮ゾ1二嫁ゴムの爵フスをつけ，　ビッチ！ノと調整さ

治．たピストソが逓難，，コア管の内部でラ　ピストソ～ニスヅジソグ連軸器紅よつ瓢継禽され夢引1張

られて『いるピ落・トソ華簡肇舗ま，浬獲か小臼辮汐）；窒茎コ沿1．、紅通りう次にさ募麟綾）亙つの跡1部！こ遜されて

絹琵｛雛こし、べ㌧墾りと鼎誓導ひ一1自『）！、llPら孝ドぐ1マ薩難，

畢／ド
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魯

ノ督フ順ビストン管を／三瓢・た灘1麟購麟の研究法（ヌ鉢文鱒⇔

　この機械装麗の基本都の！つはパイブぴ一タであ難，躍下の議』ろ，水中で働くパイブぴ一

タの組立閥題がいく多か残つている．

　欝懸年には，オ．れわれは地球物理携嚢．研究所（蕪鷺G疑）が組滋てた擁～ず《ヨ～一3型バイヅレ

～タを用いた．このバイブレータは，i講側から固く率ジで締めつけた蓋付の鋼鉄製ヶ一熟をも

つている．蓋とケー熟の閥には繍轟のパッキソダを．入れて水を通審ないよう瓢して療ぞ，ボデ

イの内部轍は鷺奪Wの蜘一タが蹴ットされてい蕎、そ（ノ〉曇一頻融の爾藩書に編心燦ムを｝っけ巽識

の傭心カムは鋼鉄製扇形輪をヴ勢ヤージ黒レ罫イ罵ぴ認ノ1汎蕾　軸は孝lll助軸承でさ瓦えら

れ，ケースの外に水を，通婁ない軸承座を〆｛け，籠れを通してモー一タ燃ケーブル（慰茎コ鎌髭惑

型）を入れ葛、、その殿か，ケー一熟ll二はバイヅt／一携を滑勤小円筒　　）け懲煮こめの翫の慰ll．と

綱素をつけ愚ための耳を溶接してあ孫．

　バイヅ1！一講用電源は置）」鷺蕪一履型移動発電機一一藷無鶴発勤機裁一一惑型をつけた薫射38《｝

ボルトー一一一が／…霧いら津した難

　バイブ韓ピストソ餐講の．、羅1量は約慕雛募であ恐．　しかL寮緻密になつた底質か妊詳引抜ぎに韓

もつ撫大きな荷童がか鼠るので，機械的伝導装置を附属すil）擁蓑機を装薦した船紅よつての’

この管を働かせ愚、＿とが篤霧縫となメ，クジノソのデ…タに，虹ると睾醗破嬢強麓鐸～8トソα）綱

索をつけた黛トγ以．ヒの起重力をもつ1総ヒ機なら充分であ　，

　この管と一醸緒瓢船に積む農．繊として／為　撫．葺鷺…魂型移勤発茎機，　粋台につけ恐ヶ・一ぐル．
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地質調査漸ノ三1報　（、導慧懸　第6号）

ガく鍵三肇醗煮階，二予／蒲膏秩嶺津灘蓑く激｝軌び奪擁足書材碑牽業！である。

　とく紅予備部品紅溢一寂貧、「な／ナれ欝fなり鳶二い、せめて董、タ1翻の予備バイブレータ夢細い綱，

も一う亙つのキヤツヅ，ボノレト魯ナット登ゴムのパツキソグ鋳｝ド部5うダ弁、麟縫尻数ペヤー一用皮カツ

ス、鐵鍮薄板，管の組立分解用銭パナ…セット，雛ア管とキャッッのねじ込み用鑑パナ3機械

装灘鰺i理』用鍛冶器弄斗舷ットがなくX、，鵡なら隷い、、相翼麗用材料、して，ジ識ヲルミγないしアル

ミの濃ア・縞殖ス，獅一櫛伽のヅ勝ス駒貯細，皇じ蓋付ゼソ，湿つた試籾融付ヅゴヲス胤

岩石用サツヅル袋，化着用紙箱，メソデ財一フのゼメyト，硫酸紙と包装紙，綿　曇ベル，細

引夢譜饗鐘昏孫獅㍉藤署要響あ考、｝趨

　餐糞擢）薙葱1意達彙・作と絶ご）韓ゴF準鱗に先立∀て，ダ鋒（鱗鷲透，とそび鷲1全分館1慰凌ゴ、か套謹）よく禽1つて

おく必要がある藁そして，船上で」満乱終的な組立をす《）1昌、景1，海羅用移勤三脚愈で充分であ〆一

て套槽馬》と碁讐にでき鴇窃

籔灘

灘，

叢

織

3婁、1　　多鱗、．1．二齢v欝響～5尋鱈；　・1プ麟＝／潟三笈繁愛崩撰丸ぎ灘1燃君灘雲

　　　幸こ頚塁襲一いオもで乱、署）¢

　こ鼠で綜，管の組噸蘇駕，ま，1誉の藻、本過擦1㌘いてだ轄述べる．、すなわあ，その基本は導蒋㌔溝

動／鵜筒㌧ノ督ヅい・講暇ア管および枠・鎌驚凱

　まず，枠台を側遜、薯、盛・て滑勤小門麟1を導膚㍉1ゴこつける　（墜“の際，　ピス1・ン繕1索はすぐに1濃

動小門筒の韻羅と、h端に特殊な雑1助鷲寂）済罫．、綱盲縫つに通す）。続いて》導’粁を粋台にはめ

1込み、，7翼ノレトとナッドで轟争め〆》／ナ態。さら頓繕1寝翼嬬う　室il建莚欝1紅塗華を憲す㌔ハて，慧、な罰籔繋欝ヲ執1え

　た鍵ガ．）躍勤小i舞ぎ、繋こボノレ1ぐ』3バぜブレータを犠いくと、も妻誉＼ノ　．〉ら1少るボルトを留翼墾でとめき

ガ．ス』スパナで羅ア墾冊をオ；嵩じどめ・すそ、1、じど瀦紅藩竈いで参．4寺難舷よ窒先轄でミど、業トソ紳藝欝1奪を望i報ζ遜

す。，洗粁は木製で，長さ1，類ア選、ヌより少し長く，ピ．スi・ソのバネ連結のねじを解くためご装置

錆オ鮎た崇挙夢畿な讐ジ碧を課寺つてい恐ぐ、

＄尋一一（葺葺慧）



パイプ礁ビストン管を用いノ捻瀞鴛婁磐総綾層の欝究f嚢◎墾本交鱗糞1つ

　管の1窯一プを通す鉤はピ．刻・γに瞬定し、，皮製カフ、渥　、墾くすξ獄ぴ一緩ンかし二め水中に

滲しておく，続いて，ピ・徽1・γは聡ア艇，婁の下か爵　t給込み，その管中でガタ・つかぬように皮製

カフスの下盗綿糸髪窪くとよい。ピストソは管底暮轍ユ（多弁葬ζう麟所を峯え礁ため）に蓬込

凱賢“♂き穿の末妻講鷺験凱は羅ア葺謹レ、釜1ねじど轟して，捲羅訪鰻争　嶽し諺廼1｝を獣y・ぐ，よらにし〆。葦　）とガス、叢

バナで締めつけ葡。次紅，爆粁に固定されている、躊獅」マ　　　　　，．，それをバィブy一夕融

耳に鍵で闘定す愚。餐ら轍バイブ㌧／一タ絹ケ聯一ブルを軸承座／こ結びつけ≧襲．捲揚機で綱索をた

ぐ餐寄せながらうバイブ瓢／一タと潰薫毒小1＝鷺織を一ヒ部幾鱗㌶腿緩衝器ぴ）と訟茎』潔でふげ難。　その

時，底質を採潅する澱ア管を粋禽の折逗式平板避、に入ン　　．導軒から突出でい葛ピストソ綱索

は轡ぱされて粋に圃濃i計さ治も　こ鼠で鉾管の沈『貸撫備焉ドごひ駆・たわけ’　）鵜鼓

　マスト起重機は，船体に沿ぐ）て粋禽

沁難薩に霞磁に』鰐穿く。美うに1葺毒玄から突

き出さなけ零瞬ずなら毒tPい、桑完｝ドのため

には，錨の位置が大切である。錨を下

した後，風に窮）つて船が漂冠コ）て…定状

麹墜轄な《籔でしばら・く待たね韓二な1ン欺

い。懸貧が犠諜．全には安定せず豊穂丸や享薄沸燕

の影響を受けて移動するようで、るな

ら，はしけに第二、の軽い錨を必要とす

る（第誌騒）、．軽い鎧1は，／給が重力擢1する

時紅あらかじめ／薫笹）方向桑．蓼えに入れ

て舷から薩接頓すばやく投下でき写。

　嘗綬）温1貰ぐは舞灘（耗鈍勤治離繊垂ンにと灘

＼＼

第4灘　　お

伽ロO難

簿韓ま1繊のプ糞離捲で’糞曝冊、｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　二）た聴糧だ　壕台めら寒ヤ、葛、，　こ賦，跨暴：マスト起叢馨幾で持ち

ま」購そして舷ン韓瞬撫三意深く導難出されて本沖に陪れ鶴，バぜブレータが水中ll二下される

時多管中ぞ二〉蜜蒙鱒蕪外盗出篭）窯ては沈下をもばらく／礁しなければ蹴らない無墜潔昌拠　ビスレソ

に過度紅水β三が急蟻することを予駿し，またピストソが適当に管中で／軍．ll二げ叡1、つ〆管に鷹震

が瀬1たされるとい》づ毅シ愚灘を糞疑さないよう紅・言動難ために“　．ノ、警餐裂、墾蚕茨1’ノ烈　　1幾械は速1

㌣かに1舞底に下㍗｝す韓搬1揚拳蔑から羅一・プを下ろ博速腰憂，，粋・鹸が軽辮藪瓢蓼霞かくi鋒かに薩妾するよ

》に爵　幸毎羅徽豊登くズ増或じなまナ才暮濃な5二戸娠レ・⇔　、とくに，　ゴi寒享）驚勲曙マ1こi祭してを、肇　愚雛蒙ケ凹ブノレ葵ゴ嚢欝｝　倒

ない、美う1嫁観意を要する勘

　鶯が瀬翻難頓沈擁熱一・た鳳とを護奮かめた欝，バイブ急／一タ，＿電夢驚を通じ野蕪講索旋充分に彰、1＞るめ

恐，，震鋤漏縣裟な聴問をよ警鷹質翻タ戎を陽慮して・睡略喜諦算瀞ゑ、ている顎

　砂質一碧1泥質底質の嚢1轟禽で醸，M嚢V…壌一麗聾嬢R濁慧バイブし〆一タを〆ンげた、礎τ一一騒命pl壌

m今葎は○．5へ礁．（｝分で完全轍鷺t辛Fしざζ二いる、、

　純砂“樂儲貝殻層ではき窪，建動を2・一3分続け髪）必要が辱り量純粘土では媛一難分を要する難

畷鋤の際弼嚇豊生じ1撫か？＝・薙嚢憶，灘毒嘱、ζ、．陵甕嘆，滑勤小1工摘，バィプい一鋭欝、

さで底質中瓢沈下じ始める、，辮秤を・）けた枠養貿．，海践にしρ，）かヒ｝と据えζ、粛≧，る．薫ア黛の沈

下の時紅は，ピストソが重要な役割をはたす．保持綱紅，よ二つ℃，ピストンを海駈面こ対しし9

かりと定露、終せ，罵ア管内に水羅と讐圧／こよ・二寒1補足飾よ吸込（状効果，づなわち管が底質’ぐ

満たモ峯れないで，底質中瓢沈下す絡ことを予鯵馨壕聾）癒趨鶏させ《）．そ鈴蕃　　採集篇アの長

さ韓、底質申轍浸入する繕妙二）深ぢ轍は癖繭敷すノ　すlt娯魁曇各凝麟〔、騰私ぎは壊されない。

　震勤の；予定時閥》溶たつたら，バイブレー窟をとめ瓢1、、事を捲．、ヒげ鶴、，　τ羅ア管の曲紅｝を【鋭アぐため

／鳥捲．．ヒは細灘弊i餐が叢li籔にき近い時瓢び〉み行ll試わね1ズな爵ない、、底質力魂i脇 重揖ヂ¢｝は一・㌔協や

らないで，徐々に行なわねばならない、そのため磁賛機龍顕しな蕗　），撫，索窺ゴ船が少し傾斜す

るまで（煮の研究にをよ排雄く致駕t覇羅脚窯縮いられた〉引蝶り肇捲事ブ1－一キξ繕獣ノる、　そ、

した）伏態の　1ぐで摯餐歓罫欝れ始めた海1ゼξ鱒　くりと底質か／ゾ劉隷1さコIL属，必譲裳麟勢台には艶菊の

婁7一（懸蓼）．
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操作を繰り返す。そして，引抜いた管を捲揚機で持ち上げて甲板に移す。

　底質から引抜いて管を甲板にあげる時に・底質は2つの装置で脱落が防止される。．1つは・

管の上部に内蔵寄れたピストソによつて行なう。そのピストソの位置を綱索で固定』し，滑動小

円筒をブレーキで締める。コアが下へ移動し始めると，コアとピストγの間にはコアの脱落・

移動を予防する真空を生じる。第2には，底質物の移動をキャップの下錨が妨げる。

　甲板に管を上げたらすぐに枠端からピストソ綱索をほどき，次いで，捲揚機からロープを注

意深くはずしながら，パイブレータについている滑動小円筒をおろし，そして同時にコア管を

横へ倒す（第3図参照）。

　引続いて，底質（コア）の抜取にか瓦る。まず，キヤ、ップのねじを戻し，フアの最下部がら

採取し始める．それには，コア管の反対側から洗粁を入れ，その小綱をピストソから離す。す

ぐに，水抜ホースを管体にねじどめする。そうすると，ポソプから高圧ホースを通る水はコア

．管（ピストソと管体との空間）・に入り，ピストソを押す。

　それに必要な圧力を作るために，手動式GN－200ピストソ型水ポソプを用いた。均一な高

圧のポソプを働かせて，ピストソを動かしながら，長さ1mのアルミ製半円筒妹コア・ボック

ス（第5図）にコアを押出す。このボックスにコアを移す際には順序を間違わないように，底質

第5．図　コアの押出し

の表面に針で，一連番号を書きそのコアの上部に＋を，，下部に一の印をつけておく。特にコア

の終端部をボックスに移す時には注意を要する。すなわち，ピストソが見えてきたら，ポソプ

をすぐ止めて，ボックスを傍へおいて，あまり強圧をかけてコアの表面をこわさないようにピ

ストソを手で抑える。採取コァは，甲板上に順序よく並べて1本のコアとして組立て，水平板

上に配列させ1コアの末端面に一連指示記号を書いたラベルをおく。それから上から下までの

コアの写真をとる。

　続いて，底質の表層部2～3mmを取り除く、ために，ナイフかヘラで軽くコアの側面をこそ

ぎ落す。それは，管の震動によつてコアの表面が汚れているからである。すなわち，その表層

部中には震動のために生じた二次性の貝殻細屑が含まれたり，とくに粘泥層と砂層の接触面で

表層部の移動が時に生じている。こうして表層を取り除いたら，堆積物の相互の配列や関係を

示すスケッチをとり，同時にコアの記載を始める。

　コアの記載は，次のように行なう。まず始めに，コアめ層位図（柱状図），を作り，その特徴

をすべて特記する。すなわち・岩石組成と各層の厚さ・動物相・各層間の境界の特徴，岩石学
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パイブ・ピストン管を用添た海浜堆積層の研究法（岸本文男訳）

的な特徴，礫の円磨作用，堆積物の色・密度・匂，來み層の産状，豊富な有機物等である。さ

らに，これらのコアに関連するサソプルをとり，記号をつける。砂質試料（10’cm位）は絹袋，

に集める。粉泥部は長さ15～20cmに切つて，各末端に針で＋と一の印をつけ，それから大気

中で徐々に乾燥して硫酸紙で包む。その時，ラベルは＋印をつけた末端面におくことをおすX

めする。終りに，コアを包んだ試料片をアルミか厚紙の箱に2～3個ずつ包装して丈夫な細引F

で荷造りする。動物相を伴なつた試料は厚紙の小箱に綿で包装する。

　必要な場合には，湿つた試料を取り出して，縦に2つに割り，上述のように一方を乾燥して

保存し，他方を細かく堆積物別に分けた後， 栓で密封したガラス管かしつかりとねじどめされ

Fる蓋付のガラスゼソに入れる。

　上述のように，本作業はバイブ・ピストソ管を用い，海洋さなく砂浜とその積合形一砂洲

やデルタ等で行なつた。それは，単一の場合や相関関係をもつ海浜と海岸水面下の堆積層の全

地層断面め試料を採取する目的で行なつた。

　海岸におけるコアの採集の場合には，クジノフ（Ie．1．Kudin・v）の設計になる金属製組

立三脚台を用いて行なつた。・その三脚台は次の3部分からできている『。すなわち，（1）両脚

台，2本の脚を横桁でつないである。（2）　3番目の脚。（3）捲揚装置である。作業のために・高

く据付けられた三脚台では，捲揚装置は頂上にある。こうすると好都含な2つの理由がある。

第1に，捲揚装置の円筒軸が短かくなるので，斜の方向への荷重に対しても堅固である。第2

には，コア管の震動による沈下とその引抜きは陸上だけでなく1m以浅の浅海部でも可能で昂

る。

　コア採取のための陸上作業では，導粁と枠台なし（キャップ付コア管，内蔵ピストソ，滑動

小円筒，バィブレータのみ）のVPT－54管を用いた。この部品は組立てたままで1地点から
1
他

地点へ自動車で移動させられる。この作業については，概述するにと却める（第6図参照）5

第6図　VPT－54管による海岸作業

　GAZ－63型自動車（砂洲に妨げられないで動ける）に滑動小円筒とバイブレータ付コア管，

凪3c－4型発電機，電源ケーブル，捲揚装置付三脚台，水圧押出蒙置，ヌア・ボックス，代用

導粁（長さ4mの金属棒で，滑動小円筒の受口を自由に通るもの），三脚台組立用の高さ60cm

の小木製台，工具，梱包用品を積む。

　新しい地点に三脚台を据つけた後，捲揚装置の綱索に，滑動小円筒と7ア管をつけたバィブ

レータを取手を通してとりつける。それから，滑動小円筒の受口の1つに代用導粁をはめ込

む。代用導粁の上端を三脚台の頂点に固着させ，下端を地中にいくらかもぐらぜる。こうし
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糞趨質調三灘穆ギ　薄　潮疑　（1窮i3巻一　鯖　慈　一糟）

て夢漕“動小円嘗欝が響1矯むするしつかりした1譲i濾ごノ》燕鐵縫ができ蓄），あとは次に』述／く讐）一甚没的な妻蟻作

を行配なう，，すなわち多　洗覇艶で濃ア鱗瓶1蛎こノ！、緬醗をの韓鞭、てゼ、ス／・ソに固麟菰さ一1士凄　ゼス　トyを慧

め雲電源ケーヅルの認ソセソトとキャッヅをねじ鑑む。それ、からき濃ア管が沈下する時にビス

トソを通つで窒気が吸い1込まれないように，大き獄騨一トで蕊ア管に水をみたす，，捲擢襲置の

鋼を懸転しながら，バイヅレー一タを三脚奮の頂部まで　ヒげて代用導粁と環ア管が垂濃1になり平

才避するζ襲う紅壌順る，，

　零らに夢　凱の1嚇魚1羅1）小綱（滑’勤小i遡i讐着」）小漆｝車靴沿つ“ぐ通る）をのぱし，それを二講綜の牟籔赫y

／こ1轍定してゆるめる、，灘ア管の基底部は，地下1水が現れるまで掘つて，鴛ア鱗渡）キャッヅが水

で飽和した底質続入るよう挺豊キャッヅを下げ鶴、、ごうして鉾管が水中で働く場合に近い条件

となる、，その時，もごス／・ソは上部で水（管中にあらかじめ流し込憲れた）と接し，下部では水

で飽和された底質と接して∫いる、，吸込まれた大繊が1徐かれた時に』．　ピメトソのノルツノレな／動き

　　　　　　　　鶯劣の灘町F溝輔糞講シごきた滝）け駕である。

　驚勤は普通2～韓分続1ナる，鋳欄が経ゾ1）たら夢鷲ア管は完全に底質中に入り切デ、）ていぞ）．．

　賎質から管を雛く瓢は，初めに大きなカがいる，、それで，畢舩ソ式ジャッキ紅似た爪車のあ

る装鍛が欝いら旨1臓．る，，その捲揚襲置付～懸脚台があれば，きわめて砕け勢、・沿爆堆積物か1勿講）綴

ア徹▽、）引裏糞1激園鐸翻ぐはないぐ，

　管をあげたら，鋳へおいて，嚢難欝に鐸1心溜驚くバイブンータをおろす。底質の押lli．1し・，灘アの

欝己鳶貌と森も1存1強すで／こ譲1いた、勤うに，1毎洋の鯵券禽と同1叢！こ葡瓢なオ嘱も懲さ

丈献
Ky雌蓑紛鴛鉱蛋蕉鷺羅轟翌樽撒）茎）叢灘欝藝獅1釜やy蔓丁○奪懸饗費ぎ銚嬢。丁鯵レ嶺弾縫（）塁鐙灘夏（矯，Aa（xx；P餐

　　　　　　　　　　’罫2鍬　1！篶7

礁璽搬x（憩狐猟、（）導灘）総菱瀕羅削（）欝騰覗慧》垂1懸（）銀）r灘i，惣L　r泰鷲懸蝋瀞欝ノ羅掛夢三鍵暮

£蹴惚翼蕊轟騨嚥1叢降驚欝鷺翻蕪董蝋む騨灘灘撃y韮至懸も蓋x欝醜』鞭・撫で難欝
　　　　　　　　　桑器｝搬護．A蕪c（x叢），学，5挙葵》欝

　嚢沢峯澱（ヌ）凌）と1び懸

　濃灘鐵ミから雛到輔（穿）垂箋い雛アを，駈るという1二とは，㌢毎蘇箕沙幾失のみ1流よらづご，讃町文にもあ恐とおりう

種々の縄題／讃蛸連いぐ，現在欝三’、零に必要蔓とされ《い導ことである，、とi司時紅憲た沸新丼iなに困難三な

ま二とでもあ鷺ぐ，こうした撚誠醗に》1）いてPは，少搬繁霞譲1蕪難夢勲胤歌漁、ても1懸シ々灘移誉1率！閃3屡考〉るオ㍉　こ嵐に

紹介する澱近ソ連で研究され，た採泥器紅鱗鱒噸）慧論文が，おおかたの御滲譲蓼恥続なれば幸いであ

る，、（簡単蹴紹介捻すでに地質二識一一ス輪．編，1）．鍛一叢、§，欝磁一一9に載せておいた．滲

／照さ瀬、たいく，、）　轍、礼，謬ミの謬箋会縫1㌦躯え貯）才L煮二素蝦麟3餐蓄薦1蕎鷺、柔びラニ文1献を肇藩箏こき瀬，夢　港らにほ煮．瀞ミに

あたつで種々雛1！教翠を類いた，資源科学研究所萎嚢野幸夫氏に厚く感謝する次第である、，

魯○一（謬警尋）




